
 

 

【報告】旧農業公園再整備計画（素案）の意見募集の結果について 

 

１．意見募集結果の概要について 

（１）意見募集期間 

令和３年５月 18 日（火）～令和３年６月 16 日（水） 

（２）資料の閲覧場所 

①経済観光局農水産課（中央区御幸通 6-1-12 三宮ビル東館３F） 

②西農業振興センター（西区伊川谷町潤和 1058 西神文化センター内） 

③北農業振興センター（北区藤原台中町 1-2-1 北神中央ビル６F） 

④市政情報室（中央区加納町 6-5-1 市役所１号館 18F） 

⑤各区役所まちづくり課，須磨区役所北須磨支所，西区及び北区内出張所 

⑥農業公園内（ワインショップ・管理事務所・インフォメーション・農産物直売所） 

⑦神戸市ホームページ 

https://www.city.kobe.lg.jp/a67688/business/recruit/nogyokoen-publiccomment.html 

（３）意見提出方法 

郵送，ファックス，直接持参，電子メール，WEB 

（４）意見募集結果 

【意見書数】 

２７通（意見数８１件） 

【ご意見の傾向】 

①再整備計画全体に関すること ４件 

②再整備方針に関すること ２７件 

③敷地・建物の活用方針に関すること ３４件 

④事業スキームに関すること １１件 

⑤その他のこと ５件 

 

２．今後のスケジュール（予定）について 

令和３年度   旧農業公園再整備計画 策定 

 全体運営事業者の公募・選定 

 設計・工事等着手 

令和６年度 再整備施設の供用開始（エントランスゾーンを除く） 

令和７年度 全施設の供用開始 
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意見総数 81件
① 再整備計画全体に関すること（４件）

意見の要旨 市の考え方

1 ・「旧農業公園の再整備にあたっての基本的な考え方」の結論を簡潔に記載したほうがわかりやすい。
本再整備計画（素案）は「旧農業公園の再整備にあたっての基本的な考
え方（令和２年３月策定）」を踏まえて作成しています。

2 ・ “類似施設の増加等による情勢の変化”について具体的な記載があれば良い。
P1「類似施設の増加等による情勢の変化」については、P19 「（４）入
場者数の推移」に記載しています。

3
・ “⼀定の投資による再整備が期待されている”とのことですが、投資とは⺠間資⾦によるものなのか神⼾市によるもの
なのか、両方であれば比率はどうか明記したほうがわかりやすい。

P10「（２）施設運営の基本的な考え方」及び「（３）全体運営事業者
の業務」に記載しています。

4
・税⾦を使い再整備するからには、⻑期間の集客についてしっかりと考えて、時代のニーズ、来園者のニーズを常に汲
み取り変化をし続け、いつまでも必要とされる施設にしてほしい。

P10「（１）全体運営事業者の募集・選定」及び「（２）施設運営の基
本的な考え方」に記載のとおり、事業者との20年間の基本契約に基づい
た再整備及び管理・運営に向けた提案を求めていきたいと考えていま
す。
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② 再整備方針に関すること（27件）
意見の要旨 市の考え方

1
・ “神⼾産農産物の⽣産量、⽣産者の拡⼤”が必要な客観的理由を記載したほうが良い。必要ならば、その⽬標と根拠の
提示があればより良い。
・今後の日本の人口構成問題や近未来の農業技術など、国として農業に期待されることも絡めていけば良い。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

2

・食と農とテーマにした新たな食文化の創造拠点とする再整備計画には賛成であり、食と農に加え、多種多様なスポー
ツを楽しめる公園、観光客を呼べる公園を⽬指してはどうか。多くの人々が楽しく集まり⼤いに賑わう空間、新たな食
の発見や農業への関⼼、⽼若の住⺠交流が活性されるよう、天候に左右されない空間、スポーツが楽しめる施設、農業
体験とスポーツを結び付ける工夫、非日常な体験により観光客を誘致できる施設とイベントの実施が必要だと思う。
・ワインを買うだけでなく、家で飲むのとは違うことができるとよい。
・神⼾の地場産業の⼀つである「神⼾洋家具」を活⽤していただき、メイド・イン・コウベの魅⼒を伝えたい。

魅⼒ある施設について事業者の提案を求めていきたいと考えています。

3 ・ “再整備に求める３つの機能”というのは、神⼾市が⺠間の運営会社に求めている内容なのか。
P3「（２）再整備に求める３つの機能」に記載のとおり、事業者の提案
を求めていきたいと考えています。

4

・神⼾近郊や関⻄圏の類似施設との比較や類似施設の実績を掲載し、この再整備によってどう差別化していくのか明確
になれば良い。
・温泉、園内ボランティアを条件とする学⽣の居住、高齢者住宅、園内からの食材調達や就業体験を受け入れるレスト
ラン、クッキングスタジオ、ボルダリングやドッグランの整備、周辺農家と連携した食育ツアーなど、他施設を参考に
農業公園に落とし込んでほしい。

ご意見については、P10「（１）全体運営事業者の募集・選定」に記載
のとおり、魅⼒ある施設について事業者の提案を求めていきたいと考え
ています。
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意見の要旨 市の考え方

6
・施設内のJA直売所 六甲のめぐみ、神⼾ワイナリー、特別⽀援高校や周辺の⽣産者（三⽔園等）と連携し、神⼾市⻄
区でしかできない、新農業公園を実現してほしい。

ご意見については、P3「（２）再整備に求める３つの機能」やP11「園
内事業者間での連携」に記載のとおり、魅⼒ある施設について事業者の
提案を求めていきたいと考えています。

7

・再⽣可能エネルギーの利⽤を計画に取り入れてはどうか。ただし、運営事業者に整備費等の費⽤負担を求めるのでは
なく、当該施設の整備に取り入れることを検討してほしい。
・再整備を応援したい。開園10年⽬の⽬標設定をもっと高くした方がワクワクし、達成するための視点の変化やアイデ
アが湧くのではないか。インバウンド顧客、ブランディングと選択、外国人動画発信の切り口から考えてはどうか。
・開園10年⽬の評価指標について数値⽬標の根拠や達成戦略について記載がある方が良い。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

5

・神⼾は多様な人がおり、街から⽥舎までの距離、海と⼭の存在、コンパクトにすべてのものが集約されている資源の
宝庫である。コロナ禍で⽣き残っているのは、インバウンド等の時代を追いかけたものではなく、地元に密着して地元
の人にファンのいる会社である。今後、何十年と農業公園が発展していくには、あらゆる角度から地産地消を⽬指して
いく必要がある。
・農産物を身近に感じたり、色々な体験ができる施設となることを期待している。
・地域農畜産物を利⽤したお土産を充実させ、農畜産物の付加価値の上がる加工品の開発の提案を期待する。地元農畜
産物をふんだんに使⽤したフードコートの運営を検討していただきたい。
・⽣産者を中⼼に、商品説明、調理法などを伝えるコミュニケーションを⼤切にし、コト売り、体験型にこだわってほ
しい。
・神⼾市は切花・鉢花の産地であるため、公園内で地元花卉の活⽤を計画いただき、「体験」から「購入」につながる
仕組みを期待する。
・有名店のカフェやベーカリー、レストラン等より魅⼒あるコンテンツを誘致してほしい。
・ぶどう果樹のオーナー制での個人所有や収穫体験の実施等、より人が足を運ぶ施設にしてほしい。
・ファミリー向けの体験型に特化するのではなく、若者も楽しめる非日常的な空間にしてほしい。
・自然、地形、季節感などを活かした子供の遊び場、温泉など⼤人も楽しめる場を整備してほしい。
・施設運営や宿泊施設としての運営では収益は厳しいと思う。エンタテインメントの要素が必要。
・農業公園が興味深い施設になるには、地元の方々を活かし、第⼀次産業から第三次産業まで⼀貫して行うことを強み
として収益を確保して、理想だけではない運営を行うことだと思う。
・地元の雇⽤拡⼤を期待する。
・地域住⺠参加組織を⽴ち上げ、地元農業経営者と連携して農作業労務の提供ができるようにすることで、自給率の向
上を図ってはどうか。
・隣接する果樹団地では果樹以外の野菜を⽣産している圃場や耕作放棄された場所が見受けられる。果樹団地を再開発
するための新たな担い手を募集するなど、対策を早急に実施してほしい。
・ “様々な業種が連携し新たな取り組みが⽣まれ”とあるが、どういう想定か具体例の記載があればわかりやすい。

ご意見については、P3「（２）再整備に求める３つの機能」やP5
「（１）ゾーン設定」に記載のとおり、魅⼒ある施設について事業者の
提案を求めていきたいと考えています。
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③ 敷地・建物の活用方針に関すること（34件）
意見の要旨 市の考え方

1

・「自然と農の体験ゾーン」では、天然芝を整備したグランドゴルフ場を設置してはどうか。近隣地元市⺠の交流のほ
か、様々な⼤会の企画により、新たな交流と賑わいをもたらすと考えられる。またリピーターの獲得や園内の特別⽀援
学校との交流や農産物の購入も期待できる。
・農業に係わる動物（牛豚鶏など）と触れ合うゾーンや農業体験型エリアなどを設置してほしい。
・陶芸体験施設・登り窯を残してほしい。

ご意見については，P５「（１）ゾーン設定」に記載のとおり、魅⼒あ
る施設について事業者の提案を求めていきたいと考えています。

2

・重たい荷物をもって移動するのは⼤変なので、建物や敷地をそのまま利⽤すると傾斜や段差が多く利⽤者が激減する
のではないか。
・雨天でも利⽤しやすいような⼤きな屋根・バリアフリー化・屋内型の遊具施設など考えてほしい。
・現「六甲のめぐみ」の土地に、同業関係者の出店があると、収入減少により地域農業が衰退するため、出店させない
でほしい。
・JA直売所が比較的いい場所に移転することに優遇を感じる。JAがあの場所でどのような仕様で、どのようなターゲッ
トを想定し、運営する予定なのかを示さないと、⺠間事業者が提案できない。

ご意見については、今後の公募要領の作成にあたっての参考とさせてい
ただきます。

3
・直売所移転により、店内や駐車場の利便性をあげてほしい。
・直売所で買い物をするので、再整備によって今の施設がより利⽤しやすくなることに期待している。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

4

・六甲のめぐみの予定地がバス停から遠くなり、幹線道路から見えなくなることから、来店客数減が予想されるので、
移転に反対する。
・「食と学びのゾーン」に予定されている農産物直売所について、今の場所に農産物直売所の⼀部の機能を残せない
か。現在の場所は周辺道路から賑わいが見えるため入場者増につながっていると考えられる。
・「六甲のめぐみ」は規模縮⼩版を配置し、食と学びのゾーン直売所では「神⼾のめぐみ」を新設し、神⼾周辺地域の
農産物等の人気商品を販売するなど、直売所の差別化を提案する。

農産物直売所については、P7「①農産物直売所『六甲のめぐみ』」に記
載のとおり、移転により機能の拡充・強化を⽬指しています。

5 ・⼤きな木を伐採し、明るい入りやすい雰囲気を作ってほしい。現在の看板等を継続設置できるよう連携してほしい。
ご意見については，P８「（３）景観（敷地・建物）への配慮」に記載
のとおり、事業者の提案を求めていきたいと考えています。

6

・遠方からの来園者の増加に備え、駐車エリアの充実、動線の効率化も検討してはどうか。
・副次的弊害として周辺道路（県道65号、市道⻄神1号線等）の混雑について想定されているか。
・農業公園入口から道幅が狭い。出入口１か所では渋滞しやすいため、複数ヵ所の出入り口がほしい。
・「敷地内外の動線対策」について、新設想定通路は、⻄神1号線の⻄行に出にくいと想定されるため、食と学びの
ゾーン⻄端あたりに出入口を設置できないか。
・歩行者のみの出入口もあればバス停移設により⻄神中央駅からのアクセスが向上すると考えられる。
・路線バスを農業公園内経由としたり、酒類があるので、公共交通機関で気軽に行けるようにしてほしい。

ご意見については、今後の公募要領の作成にあたっての参考とさせてい
ただきます。
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意見の要旨 市の考え方

7

・ファーストフード店やコンビニ等を誘致し、⼤人も子供も楽しめる空間がよい。スーパー銭湯を開業してほしい。
・既存の設備を再利⽤して、様々な活⽤法を検討してほしい。
・学⽣の合宿等を想定した宿泊施設。
・レストランについて、神⼾産の食材を提供するほか周辺地域からの雇⽤を創出できないか。
・スノーボード、自転車のコースを造り、成果発表のイベント開催。
・キャンプ施設の整備に合わせ、貸出器具や周辺施設の整備も。
・園内の外周に遊歩道等を。
・糞尿対策に懸念があり動物を連れ込まないようにしてほしい。
・人との触れ合いなどが学べる施設になることを期待する。
・隣接する果樹団地をランニングコースにできないか。
・共⽣社会、農・福・教・企の連携や多世代交流のスペースをつくってほしい。
・⻄神⼾高等特別⽀援学校が園内で実習を続けられるように、店舗運営や施設管理等、実習の場の提供や、農地等園内
敷地を利⽤させてほしい。
・ドッグランの設置をお願いしたい。可能であれば、屋根付きで雨天時も利⽤したい。
・シルバーカレッジを⻄区にもつくってほしい。
・サッカーコート、アリーナやホールを設置し、障害を持つ方と健常の方が交流し、豊かなスポーツライフや文化的活
動を形成できるようにしてほしい。

ご意見については，P３「（２）再整備に求める３つの機能」に記載の
とおり、魅⼒ある施設について事業者の提案を求めていきたいと考えて
います。
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④ 事業スキームに関すること（11件）
意見の要旨 市の考え方

1
・入場料を廃止し、駐車料だけにしてはどうか。
・プールを開放し入場料を取る。

ご意見については、今後の参考とさせていただきます。

2
・移転により直売所の⽴地条件が悪くなるので、全体運営事業者と協⼒し、集客の方法を熟考してほしい。
・神⼾市が中⼼となり、運営事業者が連携し活性化されるしくみ（関係性）を作ってほしい。
・神⼾ワインや農産物の事業への参画や、商品流通に関われるのか。

ご意見については、P10「（３）全体運営事業者の業務」に記載のとお
り、効果的な事業連携の実施について、事業者の提案を求めていきたい
と考えています。

3

・⺠間事業者が参入しやすいよう、活⽤できる部分のみの賃料設定をしてほしい。
・神⼾市の観光拠点をつくるという強いリーダーシップの下、運営は地域、食材や調理方法などに興味のあるスタッフ
に絞り込んでほしい。
・「新たな人材育成と確保」について、運営事業者に任せるのではなく、神⼾市が主導してやるべきことではないか。
・スマート農業・植物工場や新技術の実証実験や新商品の開発など、市の農業技術の向上をはかる場所が必要ではない
か。
・⺠間任せにするのでなく、神⼾市が主導して「神⼾の農業技術の現場は、⾯⽩い。」と思わせる取り組みを検討して
ほしい。⺠間との共同研究も含め検討してはどうか。
・農業に関する人材育成は、本来は神⼾市が実施する必要があるため、神⼾市の補助がないと参入できない。

ご意見については、今後の公募要領の作成にあたっての参考とさせてい
ただきます。

⑤ その他のこと（５件）
意見の要旨 市の考え方

1
・果樹団地の今後の計画と、神⼾市が果樹団地との連携にどのような役割を果たす予定があるのかを示さないと、⺠間
事業者が提案できない。

ご意見については、今後の施策や公募要領の作成にあたっての参考とさ
せていただきます。

2
・⺠間企業が早く儲けられるよう、直売所の閉鎖期間があっても早々に移転・撤去して、園内全体のオープン時期をそ
ろえた方がよい。

ご意見については、今後の公募要領の作成にあたっての参考とさせてい
ただきます。

3

・再整備によって多くの方に「神⼾ワイン」を知ってもらうことを期待しているが、「神⼾ワイン」ブランドや、原料
となるブドウの⽣産振興の方向性を示してしてほしい。
・神⼾ワインに⺠間活⼒を導入すべきである。全体運営事業者が優先的にみのりの公社と連携（交渉）ができるなど、
募集要項に示すべきである。
・園内に隣接するため池や、周辺圃場の整備をしていただきたい。

ご意見については、今後の施策の参考とさせていただきます。
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1 

１．はじめに 

（１）「旧農業公園再整備計画」の位置づけ 
「旧農業公園再整備計画（以下、「再整備計画」という。）」は、令和２年３月に策定し

た「旧農業公園の再整備にあたっての基本的な考え方」を踏まえ、本施設の再整備を進め

るにあたって、市の基本方針を示したものです。 

今後、再整備計画を踏まえ、民間資金とノウハウを活用した再整備及び管理・運営を行

う全体運営事業者の公募を実施する予定です。 

（２）旧農業公園の現状 

旧農業公園は、昭和 59年に、農業と自然に触れ、学ぶとともに、ワイン文化等に親し

む場を市民に提供することにより、市民の教養及び文化の向上と農業の振興に資するた

めの施設として開園しました。その後、震災や類似施設の増加等による情勢の変化を受け、

平成 18 年には、より機動的・効率的な活用を行うため、公の施設としての位置づけを廃

止し、ワイナリーなどの主要な機能を残し、暫定利用として一般開放を継続しています。 

現在、敷地全体の管理は、一般財団法人神戸みのりの公社（以下、「みのりの公社」と

いう。）が担っています。また、敷地内には、兵庫六甲農業協同組合（以下、「ＪＡ兵庫六

甲」という。）が運営する農産物直売所「六甲のめぐみ」（平成 16年度開設）、兵庫県立西

神戸高等特別支援学校（以下、「特別支援学校」という。平成 29年度開校）が設置されて

います。 

（３）再整備に期待されること 
これまでの事業者ヒアリングや市民アンケート等から、旧農業公園は、「都市近郊にあ

りながら、広大な敷地内にワイナリーを有していること」、「ワイン城として整備された建

物やブドウ畑など自然と調和した景観を形成していること」、「神戸産農産物を購入でき

る農産物直売所があること」などが本施設の魅力の一つとして考えられ、これらを活かす

ことが期待されます。 

一方で、「地域食材を使った食堂・カフェ」、「くだもの狩り」、「野菜の収穫体験」、「食

のイベント」が必要といった声や「施設全体としては老朽化が進んでいること」、「車以外

での交通アクセスの利便性が低い」などの課題があることから、一定の投資による次のよ

うな再整備が期待されています。 

 

① 全国トップクラスの集客を誇る農産物直売所、隣接する広大な果樹団地、園内作業

等で連携している特別支援学校など、これらの貴重な資源の活用や連携をさらに高

めていくこと。 
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② 神戸は、近畿圏で第三位の農業都市ですが、農業従事者の高齢化や後継者不足が課

題となっており、里山農村地域で活躍する新たな人材を育成・確保すること。 

③ 神戸では、平成 27 年度から農漁業地域と都市地域が近接するポテンシャルを活用

し、新たな食ビジネスと食文化を育て活かす戦略を掲げ「食都神戸」を推進してい

ます。これまで「食都神戸」の実現に貢献する施設が、北区（平成 29年３月「FARM 

CIRCUS」）、中央区（平成 30 年３月「FARM STAND」）に開設されており、農業が盛ん

な西区における拠点施設として整備。 

④ 西神中央駅周辺の再整備が進められていることから、本施設の周辺地域を含めたエ

リアの魅力向上と、あわせて車以外での交通アクセスが悪いことから、公共交通機

関等からの利便性向上。 
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２．再整備方針 
（１）再整備のコンセプト 

「食」と「農」をテーマとした 

「新たな食文化の創造拠点」 

神戸の「農」から生まれる「食」に共感し、関わる「人」を増やし、つながることを目指

して、都市と農村が近接する立地・環境を活かした、新たなライフスタイルの提案や実践

をする拠点 

 

・神戸産農産物の生産量、生産者の拡大に寄与する機能の充実。 

・神戸産農産物や敷地内にある資源を活かした滞在を誘発する「学ぶ・体験・交流・賑

わう」機能の充実。 

・里山農村地域にある資源を活かし、様々な業種が連携し、新たな取り組みが生まれ、

周辺地域も含めたエリアの賑わいを創出する機能の充実。 

（２）再整備に求める３つの機能 

再整備のコンセプトを実現するにあたって、次の３つの機能を求めます。 

・農業振興と新事業創出をはかる機能 

・新たなライフスタイルを提案・実践する機能 

・地域資源を活かした人材の育成・マッチング促進機能 

 

① 農業振興と新事業創出をはかる機能 

・ＪＡ兵庫六甲が運営する農産物直売所「六甲のめぐみ」と連携した、神戸産農産物の

生産拡大などの農業振興。 

・農産物の加工・流通販売や新たな起業といった新事業の創出。 

・隣接果樹団地を含む周辺里山農村地域における農業振興及び地域活性化の促進。 

 

② 新たなライフスタイルを提案・実践する機能 

・子どもやファミリー層、アクティブシニア層など様々な世代に対する、「食」と「農」

の学習・体験・交流などを通じた地産地消の新たな魅力の発信。 

・既存施設を活用するなど、神戸の「食」や「農」を感じられるレストランやカフェ、

マルシェ等の場の提供。 

・農業体験やアウトドア体験など、施設環境を活かした新たな賑わいの創出。 
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③ 地域資源を活かした人材の育成・マッチング促進機能 

・就農希望者向けの研修、農業後継者の技術研修、里山起業スクールなどの人材の育成。 

・様々な業種との交流・マッチングや、資源循環などの新たな分野との連携につなげる

場の提供。 

（３）評価指標 
開園 10 年目の評価指標を次のとおりとします。 

・農村地域における新規就農者・起業者数：80人/年 

・地域資源を活用した新商品・新事業及び新たな栽培品目・品種の件数：10 件/年 

・神戸の「食」や「農」に関心を持つ関係人口：10,000 人/年 

・施設への来場者数：120 万人/年 
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３．敷地・建物の活用方針 
（１）ゾーン設定 

現在の敷地や建物などを活かしながら、求める機能を最大限に発揮させるため、次の

３つのゾーンを設定します。 

   

① 食と学びのゾーン 

「食」と「学び」による賑わいと新事業の創出及び人材育成の核となるゾーン  

地域の住民や子ども達が神戸産農産物を購入したり、飲食や調理を楽しんだりす

る機能構築を求めます。 

また、地域資源を活用した加工品や酒類を開発する研究機能、農業者と食の事業者

といった異業種とのマッチング機能、食体験や食育講座などの学びの機能など、地域

資源と連携した新たな食文化の創造と次世代の人材を育成する機能構築を求めます。 

【想定される事業の例】 

地域食材の加工・販売、レストラン、バーベキュー広場、酒類の醸造施設、レンタ

ルキッチン、食育体験施設、様々な業種との交流スペース、特別支援学校との連携 

など 

 

② 自然と農の体験ゾーン 

広大な敷地や豊かな景観を活かし、「自然」や「農」を体験するゾーン  

ワイン用ブドウ畑の景観を形成するほか、畑を活用した農業体験や就農講座、周辺

の農業者と連携する仕組み、新技術の実証実験の場などの機能構築を求めます。 

アウトドア体験、屋外での飲食を楽しむ滞在誘発等の機能、茅葺民家を活用した自

然と伝統の憩いの場等の機能の構築を求めます。 

【想定される事業の例】 

食育体験、就農講座、スマート農業の実証試験、特別支援学校と連携した農園管理、

里山資源の加工施設、アウトドアレジャー施設、体験・交流イベント など 

 

③ エントランスゾーン 

施設全体への立ち寄りと滞在を促すとともに、賑わいの創出に資するゾーン  

【想定される事業の例】 

交流・滞在誘発施設、地域情報発信、トイレ、駐車場 など 
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特別支援学校 

②自然と農の体験ゾーン 

①食と学びのゾーン ③エントランスゾーン 
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（２）既存建物の再配置（食と学びのゾーン内） 
既存の農産物直売所「六甲のめぐみ」（運営：ＪＡ兵庫六甲）及びワイナリー（運営：

みのりの公社）については、「食と学びのゾーン」の機能強化をはかるため、ＪＡ兵庫

六甲、みのりの公社とそれぞれ連携する形で、移転・再配置を予定しています。 

 

① 農産物直売所「六甲のめぐみ」 

神戸産の様々な農産物が集まる農業総合拠点として、さらなる農業生産拡大につ

ながるよう機能の拡充・強化をはかるため、食と学びのゾーンへ移転します。 

 

② ワイナリー 

現設備の老朽化が著しいことから、機能的に施設を再配置します。 

 

 

 

  

特別支援学校 

ワイナリー 
予定地 農産物直売所 

予定地 

①食と学びのゾーン 
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（３）景観（敷地・建物）への配慮 
・施設の顔となる「エントランスゾーン」及び施設の核となる「食と学びのゾーン」に

おいては、来場者の期待感を高め、魅力的で特別感のある景観づくりを求めます。 

・現存する豊かな自然や緑地を最大限に活用することにより、施設の魅力向上をはかる

ことを求めます。 

・施設のシンボルであるワイン用ブドウ畑は、特別感のある景観として維持することを

求めます。 

 

 

  

特別支援学校 

「エントランスゾーン」における景観 

緑地エリア（■） 

ワイン用ブドウ畑の景観 

「食と学びのゾーン」における景観 
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（４）敷地内外における動線対策 
・来場者の安全性と交流促進を考慮した歩行動線の確保や、一般車両と業務用車両の分

離や駐車場を含む施設内の円滑な交通処理など、動線対策を求めます。 

・本施設までのアクセスについて、最寄りの公共交通機関からのアクセス性向上の検討

や交通シミュレーション等を実施した上で、周辺道路に対する渋滞対策を求めます。 

・市では、敷地内通路の一部廃止・新設のほか、一般車両との分離も可能となる本施設

内の事業者向けの搬出入路の設置について、次のとおり検討しています。 

 

 

  

新設想定搬出入路 

新設想定通路 

特別支援学校 

市が検討している通路の一部廃止・新設箇所。 

廃止想定通路 

 

農産物直売所 
予定地 
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４．事業スキーム 
（１）全体運営事業者の募集・選定 

・市は、再整備計画に基づいて、全体運営事業者を公募します。 

・全体運営事業者には、再整備計画で掲げる３つの機能とゾーン設定等に即した再整備

及び管理・運営に関する提案を求めます。 

・市は、提案内容等を審査し、本施設の再整備及び管理・運営に最も適する全体運営事

業者を選定します。 

 

（２）施設運営の基本的な考え方 
・全体運営事業者には、市と 20 年間の基本契約及び土地・建物の利用に関して必要と

なる各種契約を締結し、本施設を再整備し、管理・運営することを求めます。 

・再整備における費用負担や土地・建物について、次のとおり取扱うことを想定してい

ます。 

① 費用負担 

・本施設内の事業者（ＪＡ兵庫六甲、みのりの公社、特別支援学校（以下、

「園内事業者」という。））と共用する部分の改修等に係る費用は、市の負担

とします。 

・全体運営事業者の提案による改修等の費用は、全体運営事業者の負担としま

す。 

② 土地・建物の取扱い 

     ・敷地内の全ての土地は神戸市の所有とします。 

・市所有の既存施設は、賃貸借（定期建物賃貸借など）を基本とします。 

 

（３）全体運営事業者の業務 
・再整備計画で掲げる３つの機能とゾーン設定等に即した提案に基づき、自らの費用に

よる施設運営を展開するほか、次の業務に取り組むこととします。 

 

① 建物・インフラ等の管理 

・全体運営事業者が使用する土地や建物、設備の修繕・設備更新等の実施（費用につい

ては、大規模なものを除き全体運営事業者の負担とします）。 

・園内事業者が共用する園内通路や駐車場、公共空地、インフラ設備（電気・ガス・水

道（井水）など）の日常管理（市から業務委託を予定しています）。 
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② 園内事業者間での連携 

・園内事業者と連携した管理運営。 

・全体運営事業者と園内事業者との間で、整備・運営に係る協定の締結等による、施設

全体の効率的な維持管理や効果的な事業連携の実施。 

 

③ 施設全体の認知度向上 

・施設全体の認知度向上に向けて、園内事業者と連携し、共同企画の立案など、施設の

機能や魅力などの情報発信の実施。 

 

④ 地域との連携 

・里山農村地域（隣接果樹団地を含む）や周辺地域との連携。 

 

（４）想定される契約 
・選定時に締結 →旧農業公園の管理運営事業に関する基本契約 

・新たに建物を建てる場合（借地借家法第 23条第２項） →事業用定期借地権設定契約 

・市の建物を使用する場合（借地借家法第 38 条第１項） →定期建物賃貸借契約 

・建物を建築しない場合（借地借家法の対象外） →民法による土地賃貸借契約 

・インフラ管理等 →業務委託契約 

このほか、提案内容等により、状況に応じた契約等の締結を求めます。 

JA 兵庫六甲 

全体運営事業者の業務 

みのりの公社 

事業者間の協定締結 

特別支援学校 提案事業 

建物・インフラ等管理 

園内事業者間での連携 

施設全体の認知度向上 

地域との連携 
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５．今後のスケジュール（予定） 
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参考資料：施設の概要等 

 

（１）敷地の概況 

再整備の対象となる敷地や施設の概況については以下のとおりです。 

 

〇名称  旧農業公園 

〇種別  普通財産 

〇設置年 昭和 59 年 

○住所  神戸市西区押部谷町高和字性海寺山 1557 番地の１ 

○敷地面積 289,444.48 ㎡（うち特別支援学校の敷地 19,088.38 ㎡） 

      （地番：神戸市西区押部谷町高和字性海寺山 1557-1、1537-1、1548-1） 

〇隣接道路 

 ・県道 65 号（神戸母里線） 

 ・市道西神１号線 

○アクセス 

【公共交通】 

・神戸市営地下鉄西神中央駅より路線バスで約 10分 

【自動車】 

・阪神高速７号北神戸線「前開 IC」より北西へ５分 

・山陽道、神戸淡路鳴門自動車道「神戸西 IC」より西へ約 10 分 

・第二神明道路「玉津 IC」より、北へ約 20分 

・新神戸駅より山麓バイパス西神中央線で約 40分 

○主な施設 

ワイナリー関連施設、ワインショップ、ブドウ畑、陶芸館、大ホール・会議室、レスト

ラン、カフェ、バーベキュー場、パターゴルフ、ゴーカート他 

○法的規制 

都市計画法 市街化調整区域 

建ぺい率 ６０％ 

容積率 １００％ 

敷地面積最低限度 無指定 

高度地区 無指定 

防火・準防火地域 無指定 
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対象地周辺図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（国土地理院地図を加工して作成） 

（国土地理院地図を加工して作成） 

（(C) PASCO 航空写真を加工して作成）

対象地 

果樹団地 
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（２）主な建物の利用状況 

現在の建物の利用状況については、以下のとおりです。 
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・主な利用状況一覧 

施設 
建物№ 

延床面積 所有者 
管理

者 
建築年 利用状況 

六甲のめぐみ 

（JA直売所） 
33 

14,965 ㎡ 

（エリア面積） 
ＪＡ ＪＡ 平成 16年 

・営業中 

・売場面積 約 940 ㎡ 

・駐車場  約 270 台 

駐車場 ― 
16,500 ㎡

（エリア面積）
神戸市 公社 昭和 57年 ・利用中（約 600 台） 

工場棟 １、４ 1,172 ㎡ 神戸市 公社 昭和 58年 ・ワイン事業で利用中 

製品棟 ２ 1,115 ㎡ 神戸市 公社 昭和 59年 ・ワイン事業で利用中 

熟成棟 ３ 1,517 ㎡ 神戸市 公社 昭和 60年 ・ワイン事業で利用中 

第 2熟成棟 ５ 1,686 ㎡ 神戸市 公社 平成９年 ・ワイン事業で利用中 

第 2製品庫 38 770 ㎡ 公社 公社 平成 12年 ・ワイン事業で利用中 

本館 ７ 1,591 ㎡ 神戸市 公社 昭和 59年 
・ワインショップ、会議

室として利用中 

レストラン・

ホテル館 
８ 1,816 ㎡ 神戸市 公社 昭和 59年 

・1階のレストラン部分休

業中 

・2階のホテル部分は営業

していない（洋室 12室） 

体験学習館 

（ホテル） 
６ 1,688 ㎡ 神戸市 公社 昭和 59年 

・室数：和室 20室 

・1階一部のみ利用中 

・1～3階のホテル部分は

営業していない 

・屋上にはアンテナ（携

帯電話事業者）などが設

置されている 

バーベキュー

場 
９～13 

5,000 ㎡

（エリア面積）
神戸市 公社 昭和 59年 

・約 1,000 席 

・営業中 

プール 

 
43 

（プール面積）

25ｍ×5コース

（建築物面積）

更衣室：70㎡、

 88 ㎡ 

公社 公社 － ・利用していない 

陶芸館 24 453 ㎡ 神戸市 公社 昭和 60年 ・陶芸教室として利用中 

園芸館 

（作業所・工

作室） 

18 299 ㎡ 神戸市 公社 昭和 58年 ・園内作業用に利用中 

園芸館 

（倉庫） 
19 379 ㎡ 神戸市 公社 昭和 58年 ・園内作業用に利用中 

園芸館 

（農機具庫） 
20 198 ㎡ 神戸市 公社 昭和 58年 ・園内作業用に利用中 
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施設 
建物№ 

延床面積 所有者 
管理

者 
建築年 利用状況 

燃料庫 

（サボテン温

室棟） 

21 15 ㎡ 神戸市 公社 昭和 58年 
・隣接ガラス温室（113

㎡）内でサボテン展示 

供卵牛舎 32 343 神戸市 ＪＡ 平成２年 ・農機具置場として使用 

展望台 ― － 神戸市 公社 昭和 59年 ・解放中 

登り窯 27 121 ㎡ 神戸市 公社 1994 年 ・利用していない 

民具農具館 

（古い農家） 
25 161 ㎡ 神戸市 公社 昭和 61年 

・解放中 

・平成 28年屋根の葺替え 

野外ステージ ― 約 100 ㎡ 神戸市 公社 昭和 57年 ・利用していない 

ビーフ館 36 1,048 ㎡ 公社 公社 昭和 59年 ・物置として使用 

しいたけ館 26 273 ㎡ 神戸市 学校 昭和 62年 ・学校の実習にて使用 

管理事務所 34 1,341 ㎡ 公社 公社 昭和 61年 ・利用中 

第 2管理事務

所 
35 128 ㎡ 公社 公社 平成２年 ・利用中 

ゴーカート ― － 神戸市 公社 平成元年 ・土日のみ営業中 

パターゴルフ ― － 神戸市 公社 平成元年 ・土日のみ営業中 

ブドウ畑 ― 
約 31,000 ㎡

（エリア面積）
神戸市 公社 平成 16年 ・ワイン事業で利用中 

増殖館 31 145 神戸市 ＪＡ 昭和 57年 ・資材庫として利用 

 

ＪＡ：兵庫六甲農業協同組合 

公社：一般財団法人神戸みのりの公社 

学校：兵庫県立西神戸高等特別支援学校 

建物№：Ｐ15の建物配置状況の番号 
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（３）園内事業者 
① 兵庫六甲農業協同組合 

・神戸市以東８市１町を対象エリアとした、神戸市内で唯一の農業協同組合である。市

内約 6,000 人の農業者を対象に農業振興等の事業を実施している。 

・敷地内の入口付近において、平成 16 年 11 月より農産物直売所「六甲のめぐみ」を運

営している。売上は全国９位（平成 29 年度）、年間約 60 万人（令和２年度）の集客

を誇る。 

 

② 兵庫県立西神戸高等特別支援学校 

・知的障害を有する生徒の職業自立と社会参加を目指す職業科の特別支援学校である

（平成 29年度に開校。１学年 48 名）。 

・園内で農業・園芸、物販等の実習を実施している。その他、園外の周辺事業所におい

ても実習を行っている。 

 

③ 一般財団法人神戸みのりの公社 

・神戸市域の農漁業の振興に資する事業を実施することにより、市民福祉の向上と市域

農漁業の発展に寄与することを目的に設立した神戸市の外郭団体である。神戸市、兵

庫六甲農業協同組合、神戸市漁業協同組合が出損しており、園内に本社事務所を設置

している。 

・開園当初の昭和 59 年より、旧農業公園の管理運営を神戸市より受託するとともに、

神戸ワイナリーを運営している。 

・神戸ワイナリーでは、神戸市内で生産されたワイン用ブドウのみを使った「神戸ワイ

ン」を醸造しており、近年では、ブドウの収穫量で約 300ｔ、醸造量で約 150kL 以上

の水準を維持している。 

・神戸ワインは継続的な品質向上が実り、日本ワインコンクール、ジャパン・ワイン・

チャレンジ、SAKURA Japan Women's Wine Awards などの国内コンクールにおいて毎

年のように受賞している。令和元年には G20 大阪サミット首脳夕食会で、赤ワインと

して唯一「神戸ワイン」が提供されるなど、注目を集めている。 
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（４）入場者数の推移 
農業公園が開園した昭和 59 年度から令和２年度までの入場者数の推移は次のとおり

となっています。 

開園当時は約 13 万人であった入園者数は、平成２年度には約 60 万人となりました。

その後、全国的な類似施設の増加や阪神・淡路大震災等の影響により平成７年度にかけ

て急速に入園者数が減少しました。平成 18年度以降は条例（公の施設）を廃止し、一

般開放を行っており、入園者数はやや減少傾向となっています。 

一方、敷地の入口付近には、平成 16 年 11 月に、ＪＡ兵庫六甲により農産物直売所

「六甲のめぐみ」が開設され、敷地全体としての入場者数は平成 17年度以降、大幅に

伸びましたが、近年は減少傾向となっています。 
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（５）市民アンケートの結果 

令和２年７月 10 日～９月 30 日（83 日間）の間、ＷＥＢ（神戸市ホームページ）に

より「西区農業公園のあり方に関するアンケート」を実施。 

 

① 周知方法 

旧農業公園及び農産物直売所「六甲のめぐみ」での掲示、神戸市ホームページ、西区

役所ホームページ及び西区区民版広報紙（なでしこ通信）への掲載により周知を実施。 

 

② 回答内容（抜粋） 

・回答数は２,３９３件。 

・農業公園の現在の魅力として、「農産物直売所」、「自然が多い環境」、「開放感のある

広大な敷地」が回答の上位。 

 

 
 

 

 

 

 

500
472

336

0

100

200

300

400

500

600
現在の農業公園の魅力（複数回答可）
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・農業公園に必要だと思われるコンテンツとして、「地域食材を使った食堂・カフェ」、

「くだもの狩り」、「野菜の収穫体験」、「食のイベント」が回答の上位。 

 

 

 

 

633
812

927
992

0 200 400 600 800 1000 1200

その他

親水空間

ワイン以外のお酒

ハンター体験

わら細工・竹細工

農に関する魅力展示施設

木工体験

テレワークとして働ける場所

動物の飼育

伝統工芸教室

山菜採り

年間通じた料理学校

バイオマスなど再生可能エネルギー

地域のお祭り

園芸資材の販売

シェフによる料理教室

生き物観察

飲食業のチャレンジショップ（新規立ち上げ）

宿泊施設

里山体験（竹・雑木の伐採や剪定など）

ワイン醸造体験

年間通じた農業学校

地域食材を使った高級オーベルジュ・料亭

大人向けのイベント（お酒など）

農業教室

貸し農園

種・苗の販売

子ども向けのイベント（動物など）

夜のイベント（イルミネーション、花火など）

加工体験（パン、味噌等）

キャンプ場

アクセスを楽にする新たな交通

子ども向け食育講座

神⼾産品の販売

アウトドア・レジャー施設

バーベキュー場の拡充

食のイベント

野菜収穫体験

くだもの狩り

地域食材を使った食堂・カフェ

農業公園に必要と思われるコンテンツ（複数回答可）
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